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ロ
シ
ア
所
藏
の
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ス
タ
イ
ン
、
ペ
リ
オ
、
北
京
の
各

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
あ
わ
せ
て
、
敦
煙
文
献

の
四
大

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
周
知

の
よ
う
に
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
い
わ
ゆ
る

ロ
シ
ア
藏

の
敦
焼
文

献
を
構
成
す
る
主
な
部
分
は
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
氏
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
ロ
シ
ア
第
二
次
中
亜
探
検
隊
が
、
當
時

の
ロ
シ
ア
政
府

の
資
金

提
供
を
受
け
、

一
九

一
四
年
か
ら

一
九

一
五
年
に
か
け
て
、
敦
煙
地
匠
を
中
心
に
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
古
文
書
類
は
、
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
蓮
び
込
ま
れ
た
後
、
ア
ジ
ア
博
物
館

(
一
九

一
八
年
に
設
立
)
に
移
管
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

ア
ジ
ア
博
物
館
は
、

一
九
三
〇
年
五
月
に
ソ
連
科
學
ア
カ
デ
ミ
ー
東
方
學
研
究
所
と
改
組
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
五
〇
年

に
そ
の
本
部

を
モ
ス
ク
ワ
に
移
韓

し
た
際
に
、
東
方
學
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

(現
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
)
分
所
が
設
立
さ
れ
、
引
き
績
き
敦
焼
文
献
の
保
管
の
任
を

澹

い
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
こ
の
聞
、

一
九
五
六
年
か
ら

一
九
六
八
年
に
か
け
て
、

一
時
的
に
ア
ジ
ア
民
族
研
究

所
に
名
を
改
め
ら
れ

た
こ
と
も
あ

っ
た
。

ロ
シ
ア
所
藏
の
敦
燵
文
献
に
封
す
る
研
究
は
、
ほ
か
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
逞
れ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な

い
。
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一
九

三

〇

年

代

に
な

っ
て
、

ソ
連

科

學

ア
カ

デ

ミ

ー
東

方

學

研

究

所

レ

ニ

ン
グ

ラ
ー

ド

分

所

の

フ
ル

グ

({冨
σq
)
氏

に

よ

っ
て
よ

う

や
く

(
1
)

本
格
的
な
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
『ソ
連
科
學
ア
カ
デ
ミ
i
東
方
學
研
究
所
所
藏
漢
文
篤
本

(非
佛
経
部
分
)
簡
評
』
、
『ソ
連

(
2
)

科
學
ア
カ
デ
ミ
ー
東
方
學
研
究
所
所
藏
漢
文
佛
経
古
爲
本
簡
明
目
録
』
と
題
す
る
論
文
の
登
表
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
が

勃
登
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と

ソ
連
と
の
聞
に
繰
り
廣
げ
ら
れ
た
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
攻
防
戦
の
最
中
の

一
九
四
二
年
正
月
に
、
フ
ル
グ
氏
が
命

を
落
と
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
研
究
が
中
断
を
鯨
儀
な
く
さ
れ
た
。

一
九
五
七
年
、
ソ
蓮
科
學
ア
カ
デ
ミ
ー
東
方
學
研
究

(
3
)

所
に
敦
煙
研
究
班
が
結
成
さ
れ
、

ロ
シ
ア
藏
の
敦
焼
文
獣
に
封
す
る
研
究
が
再
ス
タ
ー
ト
す
る
ま
で
に
は
、
實
に
約

一
五
年
の
歳
月
を
要

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
敦
燵
研
究
班
の
主
要
メ
ン
バ
ー
に
、
後
に
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
專
門
家
と
し
て
學
界
に
名
を
馳

せ
た
メ
ン
シ
コ
フ
氏
が
い
た
。
當
時
、
研
究
班
の
主
要
任
務
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
文
献
目
録
の
作
成
で
あ

っ
た
。
そ
の
研
究
成
果
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、

一
九
六
三
年
、

一
九
六
七
年

に
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
た
二
冊
の

『ソ
連
ア
ジ
ア
民
族
研
究

所
藏
敦
焼
漢
文
篤
本

(
4
)

注
記
目
録
』
で
あ
る
。
第

一
分
冊
に

一
七
〇
七
鮎
、
第
二
分
冊
に

一
七
〇
八
號
か
ら
二
九
五
四
號
ま
で
の

一
二
四
七
鮎
が
そ
れ
ぞ
れ
牧
め

ら
れ
て
い
て
、
二
冊
を
あ
わ
せ
る
と
、
計
二
九
五
四
黙
の
古
文
書

の
目
録
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
オ
ル
デ

ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
を
研
究
す
る
に
は
、
定
番
の
目
録
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
も

の
の
、
牧
録
さ
れ
て
い
る
古
文
書
の
藪
量
が
全
膿
の
六
分
の

一

弱

に
す
ぎ
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
貌
解
明
に
は
、
ま
だ
ほ
ど
遠

い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

一
九
九
九
年
、

こ
れ
ら
二
冊
の
目
録
の
中
國
語
繹
が
上
海
古
籍
出
版
杜
よ
り

『俄
藏
敦
燵
漢
文
爲
巻
叙
録
』
(上
、
下
二
巻
)
(以
下

『叙
録
』)
と
題
し
て
刊

行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の

一
方
、
世
界
各
國
の
敦
煙
學
の
專
門
家
た
ち
の
絶
え
聞
な
い
努
力
と
國
際
協
力
に
よ
っ
て
、
ス
タ
イ
ン
、
ペ
リ
オ
、
北
京
の
三
大

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
貌
が
解
明
さ
れ
る
に
つ
れ
、
唯

一
残
さ
れ
た
敦
焼
文
献

の
幻
の
秘
藏
と
も
い
う
べ
き
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
全
貌
を
知
り
た
い
と

い
う
機
蓮
も
高
ま

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
八
九
年
八
月
に
上
海
古
籍
出
版
肚
の
肚
長
魏
同

賢
氏

(當
時
)
を
團
長
と
す
る
訪
ソ
團
が
前
ソ
連
科
學
ア
カ
デ
ミ
ー
東
方
學
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
分
所
を
訪
れ
、
ソ
連
側
と
協
議
し
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た
結
果
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
を
中
國
と
ソ
連
と
共
同
で
出
版
す
る
と
い
う
案
が
ま
と
ま

っ
た
。
そ
の
翌
月
の

九
月
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ソ
連
側
の
総
責
任
者
で
あ
る
メ
ン
シ
コ
フ
氏
が
中
國
を
訪
れ
、
牛
年
を
か
け
て
中
國
各
地
に
あ
る
敦
煙

研
究
施
設
を
次
々
と
訪
問
し
、
中
國
の
敦
焼
學
者
の
協
力
を
取
り
付
け
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
敦
焼
學
研
究
領
域
に
お
け
る
中
ソ
の
學
術
交

流

に
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ソ
連
の
崩
壊
、
ロ
シ
ア
の
誕
生
と
い
う
劇
的
な

一
幕
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ

ず
か
三
年
後
の

一
九
九
二
年

一
二
月
に
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
影
印
し
た

『俄
藏
敦
焼
文
献
』
(以
下
、
『俄
藏
敦
煙
』)

第

一
冊
が
上
海
古
籍
出
版
杜
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇

一
年
四
月
ま
で
の

一
〇
年
弱
の
あ

い
だ
、
総
勢

一
七
冊
に
も
の
ぼ
る
亘

大

な
シ
リ
ー
ズ
と
な
っ
た

『俄
藏
敦
焼
』
が
す
べ
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
公
表
さ
れ
た
こ
と

は
、
敦
煙
文
献
の
四
大

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
身
が
す
べ
て
出
揃

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
見
地
か
ら

す
れ
ば
、
『俄
藏
敦
燈
』

の
刊
行
が
敦
煙
學
の
研
究
に
お
い
て
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も

つ
も

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
Φ
の
三
六
八
鮎

(
の
ち
に
追
加
さ
れ
た
二
鮎
を
含
む
)
と
双

x
の

一
九
〇
九

二
貼
の
二
部
分
に

よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
都
合

一
九
四
六
〇
黙
に
も

の
ぼ
る

一
大

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
Φ
と
は
、
前
述
し
た
フ
ル
グ
氏
の
ロ
シ
ア
語
表
記

(
5
)

の
頭
文
字
で
、
基
本
的
に
は
彼
に
よ

っ
て
編
目
さ
れ
た
も
の
を

い
う
。
そ
の
特
徴
と
し
て
注
目
す
べ
き
黙
は
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
は
最
も
紙
幅
の
長
い
爲
本
ば
か
り
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
双

x
と
は
、
ロ
シ
ア
語
の
敦
焼

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
文
字
で
、

フ

ル
グ
氏
の
編
目
し
た
以
外

の
敦
焼
文
献
は
、
す
べ
て
が
丑

x
で
編
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
普
段
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

ロ
シ
ア
所
藏
の
敦
煙
文
献

の
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
實
際
、
こ
れ
ら
の
古
文
書
類
の
す
べ
て
が
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
氏
に
よ
つ

て
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
メ
ン
シ
コ
フ
氏
が
記
さ
れ
た

『叙
録
』

の
序
に
よ
れ
ば
、

一
九

一
四
～

一
九

一
五
年

の
莫
高
窟

で
蒐
集
し
た
も

の
以
外
に
、

一
九
〇
九
～

一
九

一
〇
年
に
、
同
氏
に
よ
る
第

一
次
吐
魯
番
探
検
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
、

同
じ
頃
、

ロ
シ
ア
帝
國
駐
鳥
魯
木
齊
総
領
事
で
あ

っ
た
コ
ロ
ト

コ
フ
氏

(囚
δ
爵
o<
)
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
も

の
、
ま
た
、
年
代
不
詳

で
は
あ
る
が
、
マ
・
フ
氏

(§

。<
)
に
よ

っ
て
蒐
集
さ
れ
た
子
關
語

(〒

タ
ン
語
)
篤
杢

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
と
縫

・
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今
回
、
シ
リ
ー
ズ

『俄
藏
敦
焼
』
が
編
輯
さ
れ
る
際
、

マ
ロ
フ
氏
に
よ

っ
て
蒐
集
さ
れ
た
干
關
語
文
献
は
牧
録
さ
れ
な
か

っ
た
。
す
な

わ

ち

『俄

藏

敦

煙

』

(
一
七
冊
)
は

、

次

の
よ

う

に
構

成

さ

れ

て

い
る

。

第

一
冊

:

Φ
○

〇

一
～

〇

四

二
號

第

二
冊

:

Φ
〇

四

三

～

〇

八

五
號

第

三

冊

:

Φ
〇

八

六

～

一
四

九
號

第

四
冊

:

Φ

一
五

〇

～
二

五

〇

號

第

五

冊

:

Φ

二
五

一
～
三

六

六

號

第

⊥
ハ
皿
……
:
πA
X
O

O

O
O

一
～
○

○

⊥
ハ
○

○

號

第

七

冊

・
・八

x
O

O
六

〇

一
～
〇

一

一
八

四

號

第

八

冊

:
π

x
O

=

八

五

～
〇

二

〇

〇

〇

號

第

九

冊

:
双

x
O

二

〇

〇

一
～
〇

二
七

〇

〇

號

第

一
〇

冊

:
丑

x
O

二
七

〇

一
～
〇

三

六

〇

〇

號

第

=

冊

:
皿

x
O

三

六

〇

一
～

〇

五

〇

〇

〇
號

第

一
二
冊

:
丑

x
O

五

〇

〇

一
～

〇
六

一
〇

〇
號

第

=

ご
冊

:
八

x
O

六

一
〇

一
～

〇
七

九

〇

〇
號

第

一
四

冊

:
皿

x
O

七
九

〇

一
～

一
〇
七

〇

〇
號

第

一
五
冊

:
丑

x

一
〇

七

〇

一
～

一

一
九

〇

〇
號

第

一
六

冊

:
丑

x

=

九

〇

一
～

一
六

七

〇

〇
號

第

一
七

冊

:
丑

x

一
六

七

〇

一
～

一
九

〇
九

二
號

、

Φ
三

六

七

、

三
六
八
號
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こ
の
う
ち
、
第

一
六
冊
に
牧
録
さ
れ
る
は
ず
の
双
x

一
二
九

一
〇
～

一
四

一
五
六
號
は
、
前
述
の
マ
ロ
フ
氏
に
よ

っ
て
蒐
集
さ
れ
た
干

聞
語
文
献
に
當
た
り
、
牧
録
さ
れ
な
か

っ
た
。
ま
た
第

一
七
冊
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
双

x
一
七
〇

一
五
～

一
七
四
三
五
號
は
、
前
述
の
コ

ロ
ト
コ
フ
氏
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
文
獣
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
所
藏
の
敦
焼
文
献
を
概
観
す
れ
ば
、
残
巻
や
断
篇
が
極
め
て
多
く
、
そ
の
た
め
に
、
文
獄
に
表
題
を

つ
け

る
と
い
う
特
定
作
業

が
困
難
を
極
め
る
。
そ
の
結
果
、
全

一
七
冊
の
う
ち
、
表
題
が
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
第

一
冊
か
ら
第

一
〇
冊
ま
で
で
、
第

一
一
冊
以
降
は
、

皿

x
の
目
録
番
號
の
み
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
所
藏
文
献

の
内
容
が
す
べ
て
公
開
さ
れ
た
と
は

い
え
、
そ
の
整
理

・
特
定
の
作
業
が
豫
想

以
上

に
進
ん
で
お
ら
ず
、
完
全
な
目
録
を
完
成
さ
せ
る
だ
け
で
も
、
か
な
り
の
時
間
と
さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
當
初
の
中
露

の
事
前
協
議
の
結
果
、
第

=

冊
以
降

の
目
録
作
成

の
任
務
は
、
中
國
側
が
澹
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
主
要

メ
ン
バ
ー
に
は
、
上

海
古
籍
出
版
杜
、
蘭
州
大
學
、
敦
焼
研
究
院
、
戒
瞳
佛
學
研
究
所
な
ど
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
特
に
戒
橦
佛
學
研
究
所
は
、
第

=

冊
か
ら
第

一
七
冊
ま
で
の
佛
教
文
献
の
編
目

・
整
理
を
憺
當
し
て
お
り
、
そ
の
研
究
成
果
と
し
て
登
表
さ
れ
た
の
が
、
勝
義
編

「
『俄
藏

(
7

)

敦
焼
文
献
』
第
十
二
冊
校
讃
記

(上
)」
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
皿

X
O
五
〇
〇

一
か
ら
双
X
O
五
五
〇
〇
ま
で
の
五
〇
〇
黙

の
文
献

に

つ
い
て
、
基
本
的
な
書
誌
學
デ
ー
タ
を
示
し
、
文
献
内
容
の
比
定
も
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、
中
國
側
の
目
録
作
業
が

一
暦
注
目
さ
れ

よ
・つ
。

以
上
、
俄
藏
敦
焼
文
献
の
全
般
に
つ
い
て
簡
軍
な
紹
介
を
試
み
た
が
、
次
に
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
輝
宗
文
献
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る

こ
と

に
し
た
い
。

二
、
俄
藏
敦
焼
文
獣
中
に
獲
見
さ
れ
た
暉
籍
に
つ
い
て

オ

ル
デ
ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
以
外

の
三
大

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
、
世
界
各
地
に
保
管
さ
れ
て
い
る
敦
煙
文
献
中
の
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暉
籍
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
先
學
に
よ

っ
て
紹
介
、
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

一
方
で
、
田
中
良
昭
氏
は
、
敦
焼
輝
宗
文
献
に

(
8
)

關
す
る
研
究

の
最
高
水
準
と
構
讃
さ
れ
る

『敦
焼
暉
宗
文
献

の
研
究
』
の
中
で
、
當
時
入
手
し
う
る
僅
か
な
情
報
を
頼
り
に
し
て
、
オ
ル

デ

ン
ブ
ル
ク
本
の
敦
焼
文
献
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
が
、
そ
の
索
引
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
都
合

=
二
黙
で
、
そ
の
う
ち
暉
宗
文
献
と

(
9
)

思
わ
れ
る
も
の
は
七
鮎
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
後
、
敦
焼
文
献
の
研
究
の
最
初
期
か
ら

一
九
九
〇
年
代
頃
ま
で
の
敷
多
く
の
研
究
成
果
を
網
羅
し
、
そ
れ
を
要
領
よ
く
ま
と
め
た

(
10
)

の
が
田
中
良
昭
氏
の

「敦
煙
の
暉
籍
」
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
は
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
貌
が
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
か

っ

(
11

)

た
た
め
に
、
あ
る
程
度
そ
の
消
息
を
窺
わ
せ
な
が
ら
も
、
ご
く
簡
潔
な
紹
介
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
俄
藏
敦
燵
文
献
の
暉
籍
に
つ
い
て
は
、
中
國
人

の
學
者
に
よ
っ
て
軍
獲
的
に
鰯
れ
ら
れ
た
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
ま
と
ま

っ
て

紹
介
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
そ
の
存
在
を
知
ら
な

い
。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
筆
者
は
、
メ
ン

(
12
)

シ

コ
フ
氏
等
に
よ
る

『叙
録
』
と
田
中
氏
の

『敦
燵
暉
宗
文
献

の
研
究
』
に
附
せ
ら
れ
た
索
引
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
俄
藏
敦
焼
文
献
の

中
か
ら
暉
籍
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
別
し
、
紹
介
す
る
の
が
、
本
小
論
の
意
圖
す
る
こ
と
ろ
で
あ
る
。
そ
の
分
類
方
法
や
順
序
な
ど
に
つ

(
13
)

い
て
は
、
田
中
氏
の

『敦
煙
灘
宗
文
献
の
研
究
』
と
同
氏

の

「敦
焼
輝
宗
資
料
分
類
目
録
初
稿
」
の
凡
例
を
参
考
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、

(
一
)
傳
燈

・
嗣
承
に
關
す
る
文
献
、
(二
)
暉
法

・
修
道
に
關
す
る
文
献
、
(三
)
銘

・
箴

・
讃

・
偶
類
、
(四
)
教
理
問
答

・
綱
要
書

類
、
(
五
)
経
注

・
経
序
類
、
の
五
項
目
の
分
類
で
あ
る
。

な
お
、
各
暉
籍
に
關
す
る
從
來
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
田
中
氏
の

「敦
煙
の
暉
籍
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
小
論
で
は
、

一
九
九

〇
年
代
以
降
に
新
た
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
た
も
の
に
絞

っ
て
、
紹
介
し
て
い
き
た

い
。

(
一
)

『樗
伽
師
資
記
」

浮
覧
撰

『楊
伽
師
資
記
』
は
、
敦
煙
文
献
に
し
か
存
し
な

い
初
期
北
宗
暉
の
燈
史
の
書
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
襲
見
さ
れ
て
か
ら
、
テ



キ

ス
ト
の
検
討
や
思
想
的
研
究
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
多
方
面
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
と

し
て
は
、
断
簡
を
含

め
、
以
下
の
七
種

の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
S
二
〇
五
四
、
S
四
二
七
二
、
P
三
二
九
四
、
P
三

四
三
六
、
P
三
五
三

(
14
)

七
、
P
三
七
〇
三
、
P
四
五
六
四
の
七
種
で
あ
る
。
こ
の
七
種
を
用
い
て
、
柳
田
聖
山
氏
が
作
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト

(以
下
、
柳
田
本
)

は
、
今
日
最
も
よ
い
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
浮
寛
自
序
の
首
部
の
籔
行
の
鉄
は
、
未
だ

に
補
わ
れ
て
い
な
い
。

今
回
、
筆
者
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
俄
藏
敦
煙
文
獣
の
中
か
ら
新
た
に
二
種

の
存
在
を
獲
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
双

x

O

一
七
二
八
と
皿
x
O
五
四
六
四
、
〇
五
四
六
六
の
二
種
で
あ
る
。
こ
の
二
種

の
い
ず
れ
も
が

『樗
伽
師
資
記
』
の
序
文
に
當
た
る
残
簡

で
あ
る
。

俄藏敦煙文献中に獲見された輝籍について23

1
、

皿

x
O

一
七

二

八

(断
簡
)

『叙

録
』

で
は

、

『景

徳

傳

燈

録

』

(
?
)
と

い
う

擬

題

の

つ
け

ら

れ

て

い
る

テ

キ

ス

ト

で
あ

る

。

そ

の
解

題

で
は

、

次

の
よ

う

に
記

さ

れ

て

い
る

。

残
巻
、
二
〇
・五
×

一
四
・五
。
手
巻
下
牛
部
、
首
尾
鉄
。
10
行
、
不
全
。
右
下
部
経
文
残
。
紙
色
微
褐
、
紙
面
粗
槌
。
書
行

梢
粗
。

楷
書
。
無
題
字
。
(下
略
)
(下
、
三
九
一
頁
)

さ
ら
に
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
本
文
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
訣
損
し
た
内
容
を
柳
田
本
に

よ

っ
て
補

い
、
【
】
で
か
こ
む
。
敷
字
は
行
敷
を
表
す
。
以
下
の
凡
例
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
。

1

(前
訣
)
去
有
因
、
令
逢
正
法
、

2

【
毎
至
披
覧
、
非
管
見
之
所
知
。
静
坐
思
】
惟
、
非
小
人
之
所

【
解
。】
生
生
蓋
命
、

3

【
傳
達
摩
之
遺
文
、
世
世
之
中
、
誓
願
】
事
之
足
下
。
去
大
足
元
年
、
【
在
於
東
】

4

【
都
、
遇
大
通
和
上
諌
秀
、
蒙
授
】
琿
法
、
開
示
悟
入
、
似
得

【少
分
。】
毎
呈
心
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5

【
地
、
皆
云
努
力
。
山豆
其
輻
薄
、
忠
孝
無
】
誠
。
和
筒
随
順
世
間
、
奄
從
化
往
。
所
以

6

【
有
疑
惑
、
無
所
呈
印
。
有
安
州
壽
山
大
和
】
上
、
諌
蹟
。
俗
姓
王
、
太
原
祁
人
也
。

7

【
因
高
祀
作
牧

(夢
か
)、
生
謄
雲
夢
之
澤
。
是
薪
州
】
東
山
怨
大
師
傳
燈
弟
子
也
。
大

8

【
和
尚
在
壽
山
之
日
、
於
方
丈
室
中
入
浮

(静
か
)
、
突
】
然
爾
目
中
。
各
出

一
五
色
舎
利
。

9

【
將
知
大
師
成
道
已
久
也
。
大
唐
中
宗
孝
和
皇
】
帝
景
龍
二
年
。
有
勅
召

10

【
入
西
京
。
便
於
東
都
廣
開
暉
法
。
浮
寛
當
衆
】
蹄
依
。

一
心
承
事
。
爾
京
來

(以
下
鉄
)

傍
線
を
付
し
た
最
初
の

一
行
の
七
字
の
み
が
、
い
ま
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
七
種
の
テ
キ
ス
ト
に
は
す
べ
て
鉄
損
し
て
い
た
序
文
の

一
部

で
あ
る
。
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
『樗
伽
師
資
記
』
の
完
全
復
元
に
と

っ
て
、

一
歩
前
進
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
か
ろ
う
。

ま
た
、
柳
田
本
と
の
比
較
に
よ

っ
て
、
丑
x
O

一
七
二
八
の
も
と
の

一
行
の
字
敷
も
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
も
と
も
と

一
行
に
;

二
乃
至
二
四
字
で
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

2
、
皿

x
O
五
四
六
四
、
丑

x
O
五
四
六
六

(断
簡
)

こ
れ
は
、

『叙
録
』
に
も
未
牧
の
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
何
故
に
番
號
が
二
つ
も

つ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
爲
眞
を
見
る
限
り
、
現
在

一
枚
と
な
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
眞
ん
中
に
横
に
な
る

一
本
の
切
れ
目
が
は

っ
き
り
と
見
え
る
。

お
そ
ら
く
、
も
と
も
と

一
貼
で
あ

っ
た
テ
キ
ス
ト
が
、
上
下
に
や
ぶ
ら
れ
た
故

に
、
編
目
の
際
に
、
二
つ
の
番
號
が

つ
け
ら
れ
た
も
の
で

あ

ろ
う
。

爲
眞
で
確
認
で
き
る
の
は
、
罫
線
入
り
の
紙
に

一
行
二
五
～
二
六
字

で
書
か
れ
た
二
七
行

の
断
簡
で
あ
る
。
テ
キ

ス
ト
の
内
容
は
、
津

覧

の
自
序
に
當
た
る

「(前
鉄
)
西
京
、
便
師
於
中
廣
開
暉
法
。
浮
貴
當
師
蹄
依
、
」
心
承
事
…
」
か
ら

「無
念
常
眞

、
無
染
無
著
無

(以

(
15
)

下
鉄
)」
ま
で
で
あ
る
。
し
か
も
先
述
の
丑

x
O

一
七
二
八
の
本
文
と
の

一
行
の
重
複
を
除
け
ば
、
雨
者
の
内
容
は
う
ま
く
結
合
で
き
る
。



こ
れ
ら
の
二
種

の
テ
キ
ス
ト
が
新
た
に
出
現
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
從
來
知
ら
れ
る
諸
本
で
は
わ
か
り
得
な

い
箇
所
も
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
た
と
え
ば
、
左
表
に
示
し
た
よ
う
な
誤
字

・
睨
字
と
思
わ
れ
る
も

の
が
あ
る
。

丑
x

O
五
四
六
四、

〇
五
四
六
六

柳

田

本

16

…

猫守

浮心

、

抱
一

沖

容
。

1猫守漂心、抱一沖谷
。
(
六
七
頁)

21
…
身
難爲

佛22之本、識見
還
有淺

深。

身
難
爲
之
本、

識
見
還有

淺
深。
(
六
七
頁)
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ま
た
勝
義
編

「
『俄
藏
敦
煙
文
献
』
第
十
二
冊
校
讃
記

(上
)」
に
も
、
當
文
献
が

『楊
伽
師
資
記
』

の
断
簡
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い

(16
)
る
。今
後
、
『樗
伽
師
資
記
」

の
よ
り
完
全
な
校
訂
本
の
作
成
に
は
、
丑
x
O

一
七
二
八
と
皿

x
O
五
四
六
四
、
〇
五
四
六
六
の
二
種
の
い

ず
れ
も
が
重
要
な
校
本
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

(
二
)

『歴
代
法
寳
記
』
(漸
簡
)
(Φ
二
六

一
)

『歴
代
法
寳
記
』
は
、
北
宗
、
荷
澤
宗
に
績

い
て
、
四
川
省
を
根
擦
地
に
し
て
興
隆
し
た
漂
衆

・
保
唐
宗

の
燈
史

の
書

で
あ
り
、
『楊

伽
師
資
記
』
と
同
様
に
敦
焼
文
献
に
し
か
存
し
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
從
來
知
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
、
S
五

一
六
、
S

一
六

一

一
、

S

一
七
七
六
V
、
S
五
九

一
六
、
P
二

一
二
五
、
P
三
七

一
七
、
P
三
七
二
七
V
、
石
井
光
雄
奮
藏
本

(以
下
、
石
井
本
)
の
八
種

で
あ

る
が
、
石
井
本
の
所
在
が
不
明
と
さ
れ
、
長

い
聞
そ
の
内
容
が
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
柳
田
聖
山
氏
が
S
三
七

一
七
と
石
井
本
を

(
17

)

除
く
六
種
の
テ
キ
ス
ト
を
用

い
て
校
訂
さ
れ
た
も
の
は

(以
下
、
柳
田
本
)、
長
年

『歴
代
法
寳
記
』
の
最
良
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
廣
く
利

用
さ
れ
て
き
た
。
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二
〇
〇
二
年
三
月
に
中
國
の
北
京
で
開
催
さ
れ
た

「中
日
敦
焼
佛
敏
學
術
會
議
」
に
お
い
て
、
北
京
大
學
教
授
で
あ
り
著
名
な
敦
燵
學

者

で
あ
る
榮
新
江
氏
が

「有
關
敦
焼
本

『歴
代
法
寳
記
』
的
新
資
料

積
翠
軒
文
庫
奮
藏

"略
出
本
"
校
録

」
と
題
す
る
研
究
獲

(
18
)

(
19

)

表
を
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
テ
ー
マ
と
さ
れ
る
の
が
、
ま
さ
に
長
年
行
方
不
明
と
さ
れ
た
幻

の
石
井
本

『歴
代
法
寳
記
』
な
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
先
立

つ
テ
キ
ス
ト
各
種

の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
八
種
以
外
に
は
、
S

=

〇

一
四
と
Φ
二
六

一
の
二
種
が
あ
る
と
い
う
。
た

だ

S

一
一
〇
二
四
は

『歴
代
法
寳
記
』
の
タ
イ
ト
ル
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
も

の
で
あ
る
が
、
Φ
二
六

一
は
ま
さ
に
俄
藏
敦
焼
文
献
に
屡

す

る
も
の
で
あ
る
。

『叙
録
』
で
は
、
擬
題
を
附
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
「暉
宗
第
二
祀
求
那
蹟
陀
羅
的
碑
文
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

解
題
に
は
、

手
巻
、

一
一
三
×
二
入
。
首
鉄
。
3
紙
。
59
行
、
毎
行
28
～
30
字
。
紙
色
微
褐
。
書
行

梢
粗
。
楷
書
小
字
。
前

3
行
下

一
牛
鉄
。
無

題
字
。
(下
略
)
(上
、
六
〇
七
頁
)

と
あ
る
。

こ
の
文
獄
は
、
首
、
尾
共
に
訣
け
て
お
り
、
そ
の
内
容
が
、
佛
敏
と
道
教
の
争

い
の
終
わ
る
と
こ
ろ
の

「(前
鉄
)
名
、
晩
年
開
繹
巻
、

(
20
)

猫
日
暎
衆
…
」
か
ら
、
東
土
第
二
租
慧
可
傳
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る

「北
齊
朝
第
二
租

(以
下
欄
筆
)」
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

西
天
二
十
九
祀
と
東
土
第

一
祀
の
菩
提
達
摩
多
羅
章
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。
西
天
二
十
九
組
の
傳
燈
読
に
せ
よ
、
ま

っ
た
く
別
人
で

あ
る
菩
提
達
摩
と
達
摩
多
羅
の
二
人
を
巧
み
に
結
合
さ
せ
、
菩
提
達
摩
多
羅
と

い
う
人
物
を
創
作
し
た
こ
と
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
が

『歴

代
法
寳
記
』

の
も

っ
と
も
特
徴
的
な
主
張
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
記
述
す
る
箇
所
で
あ
る
か
ら
し
て
、
漸
簡
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の

重
要
性
の
高

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
下
、
左
表
で
Φ
二
六

一
と
從
來
の
テ
キ
ス
ト
と
の
相
異
の
、
幾

つ
か
指
摘
す
る
。



Φ

二

六
一

柳

田

本

20
…
時師

子
比
丘
示
形、

身
流
白
乳。

末
曼
尼
彌
師
詞等

被刑21死、如凡人流血瀧地。

…
時
師
子
比
丘
示
形、

身
流
白
乳。

末
曼
尼
彌
師
詞等

被刑

死、流血濯地。(五九頁)

30
…
問
達
摩
祀
師
承
上
相
傳
付
囑。

自
有
文
記
分
明。42…西國所傳法師者、亦具引在暉経序上

問
達
摩
祀
師
承
上
相
傳。

自
有
文
記
分
明。
(
六
〇
頁)西國所傳法、具引経序上。(六八頁)

48
…
時
魏
有
菩
提
流
支
三
藏、

光
統
律
師、

於
食
中
著毒

餉。

時
魏
有
菩
提
流
支
三
藏、

光
統
律
師、

著
毒
餉。
(
六
八
頁)
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(
21
)

ま
た
Φ
二
六

一
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
榮
氏
が

「敦
煙
本
輝
宗
燈
史
残
巻
拾
遺
」
で
テ
キ
ス
ト
の
作
成
と
研
究
を
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に
譲
り
た
い
。
こ
の
ほ
か
に
、
北
京

の
首
都
師
範
大
學
教
授

の
都
春
文
氏
が
、
S
五

一
六
を
底
本
と
し
、
P
二

一
二
五

(甲

本
)
、
P
三
七

一
七

(乙
本
)、
S
五
九

一
六

(丙
本
)、
P
三
七
二
七
V

(丁
本
)、
S

一
六

一
一

(戊
本
)
、
S

一
七
七
六
V

(己
本
)
を
そ

(
22
)

れ
そ
れ
校
本
と
し
て
、
校
記
を
付
し
た
新
た
な
テ
キ
ス
ト
を
作
成
さ
れ
て
い
る
。

(三
)

『薪
州
怨
和
上
導
凡
趣
聖
悟
解
睨
宗
修
心
要
論
』
(以
下

『修
心
要
論
』)

五
祀
弘
怨

(六
〇
一
～
六
七
四
)
の
暉
法
を
傳
え
る

『修
心
要
論
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
敦
煙
文
献
に
限

っ
て
い
え
ば
、
從
來
知

ら
れ
て
い
る
も
の
に
S
二
六
六
九
V
、
S
三
五
五
八
、
S
四
〇
六
四
、
P
三
四
三
四
、
P
三
五
五
九
、
P
三
七
七
七
、
宇
〇
四
、
裳
七
五
、

(
23

)

龍
谷
大
學
圖
書
館
所
藏

の

『観
門
法
大
乗
法
論
』
所
牧
本

(以
下
龍
谷
本
)、
L

一
二
七
七
、
L
二
六
四
二
の

一
一
種

が
あ
る
。
『修
心
要

論
』

に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
鈴
木
大
拙
、
柳
田
聖
山
、
冒
ぎ

国
.
ζ
。国
器

の
諸
氏
が
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ

(
24
)

い
て
の
紹
介
は
、
田
中
良
昭
氏
の

「敦
燈
の
輝
籍
」
に
詳
し
い
。
そ
の
後
、
從
來
校
訂
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
不
備
に
氣

つ
い
た
田
中
氏
は

自
ら
新
た
な
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
と
和
繹
を
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
田
中
氏

の

「校
注
和
課

『薪
州
怨
和
上
導
凡
趣
聖
悟
解
睨
宗
修
心
要
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(
25
)
論

』
」

(以
下
、
田
中
本
)

で
あ

る

。

(
26
)

前

述

の

L

一
二
七

七

(双

x
O
O
六
四
九
)
と

L

二

六

四

二

(
皿

x
O

一
九
九

六
B
、

皿

x
O
二
〇
〇
六

B
)

の

二
種

は
、

俄

藏

敦

燵

文

献

で

(
27

)

あ

り

、

メ

ン

シ

コ
フ
氏

の

『
叙

録
』

に

よ

っ
て

、

そ

の
存

在

は

つ
と

に
知

ら

れ

て

い
た

も

の

の
、

そ

の
内

容

に

つ

い
て

は
、

公

表

さ

れ

て

い
な

か

っ
た

た

め

に
、
窺

い
知

る

こ

と

が

で
き

な

か

っ
た

の

で
あ

る
。

1
、
皿

x
O
O
六
四
九
V

(断
簡
)

從
來
知
ら
れ
て
い
た
L

一
二
七
七
で
あ
る
。
『救
録
』
の
表
題
で
は
、
「隼
凡
起
聖
俣
脱
宗
修
心
成
佛
要
論
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
實
物

の
爲
眞
か
ら
筆
者
は
次

の
よ
う
に
到
讃
し
た
。

つ
ま
り

「導
凡
趣
聖
俣
脱
宗
修
心
成
佛
要
論
」
で
あ
る
。
「隼
凡
起

聖
惧
脱
宗
修
心
成
佛

要
論
」
は
誤
讃
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
下
に
、
「薪
州
怨
繹
師

繹
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ

は
ま
ぎ
れ
も
な
く

『修
心
要
論
』

の
断
簡
で
あ
る
こ
と
が
到
る
。
『叙
録
』

の
解
題
に
は
、

(
28
)

残
巻
、
六
四
・五
×
二
六
。
部
分
手
巻
、
首
尾
訣
。
3
紙

(第
-
紙
不
全
)。
26
行
。
下
面
邊
沿
残
。
有
外
題
字

(在
背
面
)。
外
題
字

下
面
是
繹
者
名
字
、
「薪
州
怨
輝
師
課
」。
紙
色
淡
黄
、
紙
質
薄
。
楷
書
、
字
膿
濠
草
。
経
文
中
有
墨
筆
黙
、
新
的

一
品
前
面
有
墨
筆

符
號

「」
」
。
(七
i
九
世
紀
)
(下
略
)
(上
、
四
九
五
頁
)

と
あ

る
。

解
題
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
『修
心
要
論
」
の
タ
イ
ト
ル
が
あ
る
の
は
紙
背

で
あ
る
。
し
か
も
筆
者
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
表

に
書
爲

さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
『修
心
要
論
』
の
本
文
と
は
全
く
異
な
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
剣
明
し
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ

と

に
し
た
い
。

結
論
と
し
て
は
、
丑
x
O
O
六
四
九
V
は

『修
心
要
論
』
(タ
イ
ト
ル
の
み
)
の
断
簡
で
あ
る
。
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2
、
八
x
O

一
九
九
六
B
、
八

x
O
二
〇
〇
六
B

(断
簡
)

ま
ず
、

『叙
録
』

の
解
題
を
み
て
み
よ
う
。

佛
教
問
答
式
経
巻
。
解
繹
佛
敏
名
詞

「守
」、
「守
心
」。

同

一
爲
巻
的
二
件
残
巻
、
不
直
接
相
街
接
。
爾
面
均
有
経
文
。
紙
色
微
黄
灰
、
紙
質
薄
。
楷
書
。
無
題
字
。
(八
-

一
〇
世
紀
)

ω
残
巻
、
七
×
七
。
手
巻
下
面
邊
沿
、
首
尾
鉄
。
4
行
、
不
全
。
從

「
…
問
日
何
知
守
心
」
、
到

「…
何

[知
守
心
是
]
口
」。

②
残
巻
、
七
・五
×
八
・五
。
手
巻
上
面
邊
沿
、
首
尾
鉄
。
4
行
、
不
全
。
從

「口
口
口
性
故
…
」
到

「成
者
會

是
守
自

[眞
]
…
」。

這
2
件
残
巻
是
用
來
俵
勧
本
書
1
9
3
5
爲
巻
的
。

背
面
、
参
看
本
書
2
6
7
3
。
(下
、
三
七
二
頁
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
双
x
O

一
九
九
六
B
と
皿

x
O
二
〇
〇
六
B
の
二
種
は
、
も
と
も
と
表
裏
と
も
に
利
用
さ
れ
た
同
じ
爲
本
の
別
の
箇

(
29

)

所

で
、
し
か
も
、
M

一
九
三
五

(双
x
O
一
九
九
六
A
、
丑
x
O
二
〇
〇
六
A
)
の
補
修
材
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ

の
残
巻
に
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
内
容
は
、
確
か
に

『修
心
要
論
』
で
あ
る
。
田
中
本

の
本
文
を
ベ
ー
ス
に
、
八

x
O

一
九
九
六
B
か

ら

の
語
句
を
傍
線
で
、
八
x
O
二
〇
〇
六
B
か
ら
の
を
な
み
線
で
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
み
よ
う
。

口
問
日
、
何
知
守
心

【
是
浬
藥
之
根
本
。
答
日
、
言
浬
墾
者
、
膿
是
寂
滅
、
無
爲
安
樂
。】

(
30
)

我
心
既
眞
、
妄
相

【
師
断
。
妄
想
噺
故
、
即
且
ハ正
念
。
正
念
且
ハ故
、
即
寂
照
智
生
。
寂
】

照
智
生
故
、
師

【
窮
達
法
性
。】

【
窮
達
法
】
窺

、
【
即
得
浬
葉
。
故
知
守
心
是
浬
葉
之
根
本
。
問
日
、
】

何
知
守
心
是
入

【道
之
要
門
。
答
日
、
乃
至
基

一
手
爪
甲
書
佛
像
、
或
造
恒
沙
功
徳
者
、
只
是
】

(
31

)

佛
爲
難

【衆
生
、
作
當
來
之
因
、
勝
縁
報
業
、
及
見
佛
之
因
。
若
願
自
身
早
】

虜

【
佛
】
都
、
選

【
無
爲
】
留

【
自
】
罵

【
心
】
。
(田
中
本
、
四
〇
～
四

一
頁
)
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こ
の
本
文
内
容
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
丑
x
O

一
九
九
六
B
と
双

x
O
二
〇
〇
六
B
と
は
直
接
に
結
合
は
で
き
な
い
も
の
の
、

容

か
ら
す
れ
ば
、
爾
者
は
本
來
同

一
本
で
そ
れ
が
分
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

(
四
)

『
稠

暉

師
意

』

(断
簡
)
(
皿

x
O
O
六
四
九
)

内

前
述
し
た
よ
う

に
、
丑

x
O
O
六
四
九
V
に
は
、
『修
心
要
論
』

の
タ
イ
ト
ル
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
お
も

て
の
内
容
は
、
ま

っ

た
く
別
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
大
き
く
四
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
筆
者

の
考
察
に
よ
れ
ば
、
そ
の
第
三
部
分
に

當

た
る
も
の
は
、
ま
さ
に

『稠
灘
師
意
』

の

一
部
で
あ
る
こ
と
が
到
明
し
た
。

「稠
暉
師
」
と
は
、
信
稠

(四
入
○
～
五
六
〇
)
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
達
摩
と
同
じ
頃
に
中
國
の
北
地
で
大
い
に
輝
風
を
墨
揚
し
、

達
摩
と
並
び
構
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
道
宣

(五
九
六
～
六
六
七
)
の

『績
高
僧
傳
』

の
習
琿
篇
に
よ
っ
て
知
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
信

(
32

)

稠

に
つ
い
て
の
新
し
い
研
究
成
果
に
、
沖
本
克
己
氏
の

「信
稠
に
つ
い
て
」
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
從
來
の
研
究
を
紹
介
し
た
上
で
、

蒐
集
し
う
る
曾
稠
の
資
料
を
網
羅
し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

つ
つ
、
宗
派
の
範
疇
を
離
れ
て
具
膿
的
な
實
践
家
と
い
う
斬
新
な
視
黙
か
ら
信

(
33

)

稠
を
と
ら
え
て
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
論
文

の
最
後

に
P
三
五
五
九
に
依
擦
し
た

『稠
輝
師
意
』
な
ど
信
稠
關
係

の
テ
キ
ス
ト
の
校
訂

(以
下
、
沖
本
本
)
も
附
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
從
來
知
ら
れ
て
い
る

『稠
暉
師
意
』

の
テ
キ
ス
ト
は
、
『稠
暉
師
意
』
、
『稠
輝
師
藥
方
療
有
漏
』
、
『大
乗
心
行
論
』
な
ど

(
34
)

信
稠
關
係
資
料
を
含
む

一
四
種

の
北
宗
暉
關
係
の
文
献
を
連
篤
し
た
長
巻
子
本
P
三
五
五
九

の

一
種

の
み
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
に
、
『稠

輝
師
意
』
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
の
い
ず
れ
も
が
、
P
三
五
五
九
に
し
か
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
丑

x
O
O
六
四
九

の
出
現
に

よ

っ
て
こ
う
し
た
状
況
が
改
善
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
双

x
O
O
六
四
九

の
表
に
蓮
爲
さ
れ
て
い
る
四
種
の
輝
宗
文
献

の
第
三
番
目
が
こ

の

『稠
輝
師
意
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
P
三
五
五
九

の
校
本
に
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
残
念
な
こ
と
に
、
丑

x
O
O
六
四
九
に
書
爲
さ
れ
た

『稠
暉
師
意
』
は
完
本
で
は
な
い
。
前
述
の
通
り
こ
の
爲
本
の
表



に
は
、
四
種

の
文
献
が
連
爲
さ
れ
て
い
て
、
『稠
暉
師
意
』
は
そ
の
三
番
目
に
當
た
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

一
九
行
か
ら
な
る

沖
本
本
と
比
較
し
て
示
せ
ば
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
含
む
第

一
行
か
ら

一
二
行
ま
で
に
相
當
す
る
。
そ
れ
以
降
は
欄
筆
に
よ

っ
て
別
除
さ
れ
、

「」
」
の
記
號
の
次
に
、
全
く
別
内
容
の
も
の
が
二
行
ほ
ど
書
爲
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
丑

x
O
O
六
四
九
は
、
保
存

状
態
が
決
し
て
よ

い
も

の
と
は
い
え
ず
、
特
に
爲
本
の
天
地
に
あ
た
る
部
分
は
、
損
傷
の
激
し
い
断
簡
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
P
三
五
五
九

の
唯

一

の
校
本
と
し
て
十
分
償
値
の
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

(
五

)

『導

凡
趣

聖
心

決

』

(断

簡
)
(
丑

x
O
O
六
四
九
)

俄藏敦焼文献中に獲見された暉籍について

『導
凡
趣
聖
心
決
』
(以
下

甲心
決
』)
の
テ
キ
ス
ト
は
、
從
來
P
三
五
五
九
に
連
爲
さ
れ
て
い
る

一
四
種
の
文
献
に
含
ま
れ
る

一
種
し

(
35
)

か
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
管
見
に
よ
る
限
り
、
田
中
良
昭
氏
の

「敦
焼
暉
宗
資
料
分
類
目
録
初
稿
」
で
燭
れ
ら
れ
た
以
外
に
、
こ
れ
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
た
の
は
、
柳
田
聖
山
、
篠
原
壽
雄

の
爾
氏

の
み
で
あ

っ
た
。
柳
田
氏
と
篠
原
氏
は
、
『心
決
』

の
内
容
が

『修
心
要

論
』

の
本
文
に
直
接
績
く
も
の
か
ど
う
か
は
剣
ら
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
が

『修
心
要
論
』
の
別
名

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

(
36

)
た
。一

方
、
前
述
の
よ
う
に
丑
x
O
O
六
四
九
の
表
に
は
四
つ
の
文
献
が
連
爲
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
も
の
は
、
首
鉄
の
た
め
題
名
こ

そ
わ
か
ら
な

い
が
、
そ
の
わ
ず
か
五
行
弱

の
内
容
を
P
三
五
五
九
と
比
較
し
た
結
果
、
『心
決
』
の
後
牛
部
分
に
當
た
る
も

の
で
あ
る
こ

と
が
到
明
し
た
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
こ
の
文
献
に

『心
決
』
(断
簡
)
の
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
柳
田
氏
の
指
摘
も
あ
り
、

『心

決
』
と

『修
心
要
論
』
の
題
名
の
類
似
性
か
ら
す
れ
ば
、
五
祀
弘
忍
の
暉
法
思
想
の
究
明
に
は
、
『心
決
』
の
果
た
す
役
割
が
大

い
に
期

待
さ
れ
よ
う
。

31
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(
六

)

『夜

坐
號

一
首

』

(
擬
)
(断
簡

)
(
双

x
O
O
六

四
九
)

丑

x
O
O
六
四
九
の

『心
決
』
の
次
に
書
爲
さ
れ
て
い
る
の
が
、
『夜
坐
號

一
首
』
(断
簡
)
(以
下

『夜
坐
號
』)
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス

ト
は
最
初
の
五
言
八
句
、
次
に

「修
善
行
、
修
慈
行
」
の
二
項
目
に
つ
い
て
の
説
明
、
さ
ら
に

「努
力
好
看
心
」
か
ら
始
ま
る

一
文
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
從
來
知
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
、
P
三
五
五
九

の

一
種
の
み
で
あ
る
。
管
見
に
よ
る
限
り
、
そ
の
名
は
、
田

(
37
)

中
氏
の

「敦
焼
暉
宗
資
料
分
類
目
録
初
稿
」
に
わ
ず
か
に
鯛
れ
ら
れ
た
程
度
で
あ

っ
た
。

P
三
五
五
九
に
あ
る

『夜
坐
號
」
の
テ
キ
ス
ト
は
完
本
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
實
は
脱
文
が
あ

っ
た
こ
と
が
、
八

x
O
O
六
四
九
の
出

現

に
よ

っ
て
到
明
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
P
三
五
五
九
に
は
、
最
初
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
五
言
八
句
の
う
ち
、
第
四
句
か
ら
第

六
句
ま
で
が
脱
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
皿

x
O
O
六
四
九
に
よ

っ
て
、
そ
の
第
四
、
第
五
句
に
當
た
る
内
容
を
復
元
し
得
た
も
の
の
、

八

x
六
四
九
が
断
簡

で
あ
る
た
め
に
、
第
六
句
は

い
ま
だ
剣
ら
ぬ
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
八

x
O
O
六
四
九
の

『夜
坐
號
』
は
、
「努
力

好
看
心
」
か
ら
始
ま
る

一
文

の
途
中
ま
で
書
篤
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
前
述
し
た

『稠
輝
師
意
』

へ
と
か
わ

っ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『夜
坐
號
』
は
、
そ
の
内
容
構
成
や
文
膿
な
ど
が
複
雑
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の

「努
力
好
看
心
」
か
ら
始
ま
る

一
文
が
、

北
宗
暉
の
思
想
的
特
徴
の

一
つ
と
さ
れ
る

「看
心
」
を
頻
り
に
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
加
え
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
槍
討
か
ら
し
て
、
こ
の
皿
x
O
O
六
四
九
V
の
内
容
は
、
P
三
五
五
九
と
共
通
す
る
北
宗
暉
關
係
文
献
の
連
爲
で
あ
り
、
P
三

五
五
九
と
の
比
較
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

.

(七
)

『南
宗
讃
』

南
宗
暉
を
讃
美
構
揚
し
た

『南
宗
讃
」
に
つ
い
て
は
、
川
崎
ミ
チ
コ
氏
に
よ
れ
ば
、
從
來
知
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
S
四

一
七
三
、



S

四
六

五
四

、

S

五

五

二

九

、

P

二

六
九

〇

、

P

二
九

六

三
、

P

四
六

〇
八

、

周

七

〇

の
七
種

で
あ

る

。

そ

の
禮

例

は
、

三

・
七

・
七

・

(
38
)

七

二

二

・
三

・
三

・
三

・
七

・
七

で
あ

る

と

い
う

。

俄

藏

敦

焼

文

獣

に
も

、

『南

宗

讃

』

と

題

さ

れ

る
爲

本

が
存

在

し

て

い

る
。

す

な

わ

ち

、

Φ

一
七

一
と

皿

x
O

二

一
七

五

V

の

二
種

で

あ

る
。
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1
、

Φ

一
七

一

ま

ず

、

Φ

一
七

一
に

つ

い

て
は

、

『叙

録

』

の
解

題

に

、

(
前
略
)
残

巻

、

三

二

×
三

〇
。

1

紙

。

17
行

、

毎

行

16
1

18
字

。

有

首

題

字

。

『
五

更

歌

』

式

詩

。
紙

色

微

黄

。

垂

行

梢

粗

。

楷

書

、

字

膿

不

熟

練

。
背

面
有

小

字

附

記

「
大

乗

法

」
。

(+
ー
+

一
世
紀
)
(
下
略

)
(
上
、
五
三
七
頁
)

と

あ

る
が

、
實

際

に
爲

眞

を
見

る

限

り
、

テ

キ

ス

ト

に
は

ほ

と

ん
ど

損

傷

が

な

く

、
完

本

と
考

え

て
も

よ

か

ろ
う

。

そ

の
内

容

を

S

四

一

七

三

の
と

比

較

し

て
み

る

と

、
文

字

の
相

異

も

少

な

い
。

た

だ

、

ほ

か

の

テ
キ

ス
ト

と

は
封

照

的

に
、

Φ

一
七

一
の
膿

例

は

、

最

初

に
三

文

字

が
多

く

、

全

腱

的

に

は

三

・
コ
丁

七

・
七

・
七

・
三

・
三

・
三

・
三

・
七

・
七

と

な

っ
て

い
る
。

2
、
丑

x
O
二

一
七
五
V

『南
宗
定
邪
讃

一
本
』
(断
簡
)

目
録
番
號
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
『俄
藏
敦
焼
』
に
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
裏
に
書
爲
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
『叙
録
』
に
は
、

表
に
書
爲
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。
(下
、
四
二
〇
頁
)
こ
の
文
獣
は
破
損
が
著
し
く
、
し
か
も
褐
色
の
紙
が
用

い
ら
れ
て

い
る
た
め
に
、
爲

眞
で
そ
の
文
字
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
困
難
を
極
め
る
。
テ
キ
ス
ト
の
首
題
が
訣
け
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
尾
題
に
は

『南
宗
定
邪
讃

一

本
』

と
あ
る
。

し
か
し
、
筆
者
が
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
『南
宗
讃
』
の
も

の
と

一
致
し
た
。
從

っ
て
丑

x
O
二

一
七
五
V
も

『南
宗
讃
』
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の

一
異
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
從
來

『南
宗
讃
』
と
呼
ば
れ
た
も

の
に
は
、
『南
宗
定
邪
正
五
更
韓
」
の
異
名
が
あ
り
、

こ
の

『南
宗
定
邪
讃
』
の
名
は
、
こ
の
二
つ
の
名
構
が
混
同
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(八
)

『徴
心
行
路
難
』
(断
簡
)
(丑
x
O
O
六
六
五
、
丑
x
O
二
四
六
二
)

川
崎
ミ
チ
コ
氏
に
よ
れ
ば
、
『行
路
難
』
に
は
大
別
し
て
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
、
S
六
〇
四
二
と
龍
谷
大
學
所
藏
本
に

該
當
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の

一
つ
は
、
S
五
九
九
六
と
そ
れ
に
接
績
の
で
き
る
S
三
〇

一
七
、
P
三
四
〇
九
の
三
種
が
該
當
す
る
も
の

(
39
)

で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に

『暉
學
大
僻
曲
ハ』
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
た
前
者
と
同
じ
系
統
に
あ
る
L
二
八
五
六
が
、
ま

さ
に
皿

x
O
O
六
六

五
と
丑
x
O
二
四
六
二
の
二
種
に
相
當
す
る
の
で
あ
る
。

瓜

x
O
O
六
六
五
と
双

x
O
二
四
六
二
は
、
同
じ
爲
本

の
二
つ
の
断
片

で
あ
る
。
爾
者
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
『行
路
難
』

(
40
)

の
第

八

、
九

、

一
〇
、

一

一
部

分

に
當

た

る
詩

の

一
部

を

復

元

し
う

る

の

で
あ

り

、

そ

こ

に
は

、
從

來

の
テ

キ

ス

ト

で

は
、

鉄

損

に
よ

っ

て
判
讃

さ

れ

な

い
も

の
も

含

ま

れ

て

い
る

の

で
あ

る

。

(
41

)

な
お
、
『行
路
難
」
に
關
す
る
研
究
成
果
に

つ
い
て
は
、
田
中
良
昭
氏
の

「
『行
路
難
』
と

『安
心
難
』」
に
詳
し
く

述
べ
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
ゆ
ず
り
た
い
。

(九
)

佛
法
問
答
↓
肺
會
語
録

(擬
題
)
(噺
簡
)
(且
x
O
O
九
四
二
)

わ
ず
か

一
一
行
、
六
〇
字
し
か
残

っ
て
い
な
い
噺
簡
で
は
あ
る
が
、
俄
藏
敦
焼
暉
宗
文
献
の
中
で
は
、
最
も
注
目
す
べ
き
文
献
の

一
つ

と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
『叙
録
』
の
解
題
を
み
て
み
よ
う
。

問
答
式
経
典
、
解
繹
佛
教
用
語
:
無
念
。
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淺
巻
、
二
二
・
五
×

一
四
。
手
巻
上
部
、
首
尾
訣
。
11
行
、
不
全
。
紙
色
淡
褐
、
紙
質
粗
。
書
行

細
。
楷
書
。
無
題
字
。
(九
-
十
世

紀
)

從

「名
之
爲
室
無
念
膿
上
…
」、
到

「是
無
念
是
…
」
。
(上
、
四
四
五
頁
)

解
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
丑
x
O
O
九
四
二
の
損
傷
は
特
に
著
し
い
も
の
で
あ
る
。
紙
の
長
さ
や
文
献
の
長
さ
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
原
型
で
は
も
と
も
と

一
行
に
何
字
ぐ
ら
い
書
爲
さ
れ
て
い
た
の
か
さ
え
も
推
測
不
能
な
状
態
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
筆
者
が
重
要
と
剣
断
し
た
理
由
は
、
そ
の
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
部
分
の
内
容
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に

書
か
れ
た

「無
念
」、
「頓
教
」、
「頓
見
本
性
」
、
「知
見
」
な
ど
の
佛
敏
用
語
は
、
い
ず
れ
も
荷
澤
肺
會
に
蹄
せ
ら
れ
た
も
の
、
言

い
換
え

れ
ば
、
神
會
の
暉
思
想
を
語
る
際
に
、
鉄
か
す
こ
と
の
出
來
な

い
特
徴
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
ば
か
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

(
42

)

次

に
、
丑

x
O
O
九
四
二
の
内
容
と
、
そ
れ
に

『瀞
會
和
爾
暉
話
録
」
中
に
封
慮
す
る
可
能
性
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
内
容
を
封
照
し
て

み
る
こ
と
に
し
た
い
。

双
x

O
O
九
四
二

『神

會
和
尚
暉
話
録」

1
名
之
爲
室
。

無念

躰
上、

自
【
鉄
損
】2然常寂、有恒沙用。【鉄損】

①
眞
如
膿
不
可
得、

名
之
室
。

以
能
見
不
可
得髄

、1湛然常寂、而有恒沙之用故言不室。(八二頁)②不作意師是無念。無念髄上自有智命。(=

九
頁)

3
暉
問
(
門
?)

頓
教諸

家
【
鉄
損
】

暉
門
頓
敏、

諸
家
不
同。

論
之
興也

…
(
四
六
頁)

4
母、

頓
生
其
子。

其母

與
【
鉄
損
】5亦復如是。頓見本性、【鉄損】

1

ー讐如其母、頓生其子、與
乳

漸

養

育

…
(
中
略)

…1ー頓悟見佛性者、亦復如是、…(三〇頁)

6
言知

者、

知何

物。

見
者、
【
鉄損

】

1或有見
者、

或有

不
見
者。

云
何
有
如
是
差
別
…
(
八
二
頁)
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7
見。

問、

見
與無

何有

【
鉄
損
】

8
是
無
物。

無
物
是見

【
鉄損

】

但
莫
作
意、

心
自
無
物、

即無

物
心、

自
性
室
寂、

室
寂
膿
上
…
(

=

九
頁)

9
無
物
是
躰。

見
是
口
【
鉄損

】10是性。答、無物口【鉄損】11是無念是【以下鉄】

ー起心即滅、覧照自亡、即是無念。是無

念
者
…
(
三
九
頁)

こ
の
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
問
題
貼
を
二
つ
に
絞
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
丑

x
O
O
九
四
二
の
内
容
が
、
同
じ
く
敦
焼
文
献

か
ら
獲
見
さ
れ
た
肺
會
關
係
の
文
献
と
類
似
し
て
い
る
黙
で
あ
る
。
特
に
四
行
目
の

「母
頓
生
子
」
の
讐
喩
は
、
『菩
提
達
摩
南
宗
定
是

非
論
」
に
神
會
が
自
身
の

「頓
悟
漸
修
」
の
思
想
を
説
明
す
る
時
に
用

い
た
も
の
と
明
ら
か
に
同

一
の
類
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
八

x

O
O
九
四
二
に
あ
る

一
部
の
内
容
が
、
神
會
關
係

の
文
献
か
ら
類
似
す
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
順
序
は
、
現
在
知
ら

れ
て
い
る
文
献
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
假
に
丑

x
O
O
九
四
二
が
神
會
關
係

の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

現
在
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
は
全
く
異
な

っ
た
別
の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。

(
一
〇
)

『小
乗
三
科
』
(断
簡
)

『小
乗
三
科
」
及
び
そ
れ
と
極
め
て
密
接
な
關
係
に
あ
る

『大
乗
三
案
』
、
『三
案
法
義
』
な
ど
の
敦
焼
文
献
が
、
暉
宗
文
献
と
し
て
注

目
さ
れ
た
の
は
、
『六
組
壇
経
』
に
慧
能

(六
三
八
～
七

一
三
)
の
遺
誠
と
し
て
残
さ
れ
た
三
科
法
門
、
三
十
六
封
の
敏
え
が
あ

っ
た
か
ら

(
43
)

で
あ

る

。

田

中

氏

の
研
究

に

よ

れ
ば

、

敦

焼

本

『
小

乗

三

科
』

に

は

、

S

五

五

三

一
、

P

二
八

四

一
、

致

七

四

、
官

九

三

、
龍

八

二

、

羽

五

八
、

裳

六

六

の
五
種

、

L

一

一
四

〇
、

L

=

二
一二
七

の
都
合

九

種

の
存

在

が
知

ら

れ

て

い
る
。

そ

れ

ぞ

れ

の

テ
キ

ス
ト

の
紹

介

に

つ

い
て

は
、



(
44
)

田
中
氏
の
論
文
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
ゆ
ず
り
た
い
。

そ
こ
で
以
下
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
本

の
二
本
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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1
、
皿

x
O
O
四
八
〇

(断
簡
)

『叙
録
』
の
解
題
で
は
、

経
文
内
容
是
講

「三
寳
」
、
問
答
式
。

残
巻
、

一
九
×

一
〇
。
部
分
手
巻
、
呈
正
方
形
、
中
閲
有
3
個
不
大
的
破
洞
。
経
文
首
尾
歓
。
12
行
。
紙
色
淡
褐

、
紙
質
厚
。
行
書

大
字
。
墨
色
已
槌
色
、
経
文
也
難
干
辮
認
。
無
題
字
。
(九
ー
十
世
紀
)

從

「小
乗
三
?
問
三
寳
答
有
」
、
到

「口
上
以
口

[曾
寳
]」
。

背
面
僅
有
一行
経
文
的
残
　
、
看
不
清
。
(上
、
五
二
五
頁
)

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
實
際
、
最
初
の

「小
乗
三
口
」
と
い
う

の
は
、
む
し
ろ
首
題
と
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
八

x
O
O
四
八
〇
は

『小

乗
三
科
』
の
断
簡
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
最
初
の
三
寳
問
答

の
う
ち
、
別
相
三
寳
ま
で
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
、
皿
x
O
O
七
〇
八

(断
簡
)

『叙
録
』
の
解
題
に
、

問
答
式
経
典
。
解
繹
佛
敏
用
語
:
一二
寳
、
九
物
。

残
巻
、
四
二
×
二
二
。
部
分
手
巻
、
下
面
邊
沿
破
残
。
20
行
、
不
全
。
紙
色
灰
、
紙
質
粗
。
楷
書
大
字
。
無
題
字
。
(九
-
+

一
世

紀
)

從

「問
三
寳
有
幾
種
答
有
三
種
二
髄
三
…
」
、
到

「爲
内
地
大
外
有
血
髄
津
潤
安
…
」。
(上
、
四
四
三
頁
)
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と
あ
る
よ
う
に
、
丑
x
O
O
七
〇
八
は
、
首
題
が
な
く
、
最
初
の
三
寳
の
問
答
か
ら
、
九
物
の
内
の
内
四
大

の
解
説

の
途
中
ま
で
を
存
し
、

以
下
を
破
損
で
鉄

い
た
断
片
で
あ
る
。
し
か
も
テ
キ
ス
ト
の
地
脚
に
當
た
る
部
分
が
破
損
し
て
い
て
、

一
行
あ
た
り

の
字
数
さ
え
も
剣
ら

(
45
)

な

い
が
、
田
中
氏

の
校
訂
本
と
の
比
較
に
よ

っ
て
、
も
と
も
と

一
行
に
お
よ
そ

一
六
乃
至

一
七
字

で
書
爲
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
到
明
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
皿

x
O
O
七
〇
八
は
、
S
五
五
三

一
と
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

(
=

)

『輝

門

経

』

序

(擬
)

(断
簡
)
(
双

x
O
六
〇
〇
五
)

北
宗
輝

の
思
想
を
背
景
に
創
作
さ
れ
た
偏
経

『輝
門
経
』
に
つ
い
て
は
、
柳
田
聖
山
氏
ら
に
よ

っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
そ

(
46
)

の
本

文

と

「
慧

光

序

」

と

呼

ば

れ

る

序

文

の

テ
キ

ス
ト
校

訂

が
、

S

五

五
三

二

に
よ

っ
て
な

さ

れ

て

い
る
。

そ

の
ほ

か

に
、

P

四

六

四

六

、

(
47
)

露
九

五
、
鳥
二
二
の
三
種
の
存
在
が
、
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
北
京
本
の
二
種
は
断
簡
で
あ
る
と

い
う
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
筆
者
が
新
た
に
襲
見
し
た
双

x
O
六
〇
〇
五
は
、
從
來
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い

『輝
門
経
』
の
も
の
で
あ
る
。
『叙

録
』

に
も
編
目
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
書
誌
的
情
報
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
こ
で
公
表
さ
れ
た
爲
眞
の
み
を
頼
り

に
し
て
、
簡
軍
に
紹

介
し
て
お
こ
う
。

縦

が
長
く
、
横
の
細
い
長
方
形
の
紙
に
わ
ず
か
五
行
の
文
字
が
書
爲
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
紙

の
右
下
が
鉄
け
て
い
た
た
め
、
最
後

の

二
行

の
文
字
の
み
が
無
傷
で
あ
る
。
そ
の
無
傷
の
二
行
で
比
定
す
る
と
、
も
と
の
状
態
で
は
、

一
行
に
約

一
九
字
前
後

で
書
爲
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
元
來
こ
の
文
献
が
ど
れ
ほ
ど
の
長
さ
の
も

の
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
目
下
知
り
得
な
い
。

次

に
、
丑

x
O
六
〇
〇
五
の
内
容
を
示
し
て
お
こ
う
。

1
幽
践

(?
)、
遽
使
迷
眞
之
輩
、
郎
五
陰

【
約
八
字
鉄
損
】

2
徒
、
悟
塵
勢
而
登
正
寛
。
教
之
興
也
。
算

(?
)
在
慈

(?
)
口
口
口

3
佛
説
暉
門
経
者
、
錐
至
理
無
名
、
必
因
名
而
悟
口
口
口



4
離
相
、
亦
寄
相
以
明
眞
。
斯
蓋
十
力
誠
言
、
故
構
佛
説
五

5
陰
室
寂
、
名
日
暉
門
。
千
聖
同
蓮
、
故
名
経
也
。

第
三
行
に
は
、
『佛
説
暉
門
経
』
が
、
第
五
行
に
は
、
「暉
門
」
と

「経
」
が
そ
れ
ぞ
れ
解
説
を
加
え
て
、
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し

て
、
筆
者
は

「慧
光
序
」
の
存
在
を
知
り
な
が
ら
も
、
敢
え
て
丑

X
O
六
〇
〇
五
に

「輝
門
経
序
」
と
擬
題
を

つ
け
た
所
以
で
あ
る
。
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(
一
二
)

『般
若
心
経
智
融
注
』
(断
簡
)
(丑
x
O
O

一
四
九
)

最
初
に

『般
若
心
経
智
融
注
』
(以
下
、
『智
融
注
』)
と

い
う
敦
焼
繹
宗
文
献
を
學
界
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
柳
田
聖
山
氏
で
あ
る
。
す

(
48

)

な
わ
ち
、
氏
の

「江
南
智
融
輝
師
注

・
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
」
と
題
し
た
論
文
の
獲
表
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
柳

田
氏
が
完
本
で
あ
る

P
三

=
二
一
と
首
鉄
の
北
京
本

の
葺
四
六
を
用

い
て
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
を
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
岡
部
和
雄
、
輻
井
文
雅
の
爾
氏
も
研
究

(
49
)

(
50
)

を

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
本
文
繹
注
に
は
、
田
中
良
昭
、
程
正
の
爾
氏
に
よ
る

「課
注

『般
若
心
経
智
融
注
」」
が
あ
り
、
そ
の
著
者
で
あ

(
51
)

る
江
南
暉
師
智
融
に
つ
い
て
の
論
考
に
は
、
拙
論

「
『般
若
心
経
智
融
注
」
の
著
者
に
つ
い
て
」
が
あ
る
。

今
回
俄
藏
敦
焼
文
献
か
ら
新
た
に
獲
見
さ
れ
た
丑

x
O
O

一
四
九
は
、
こ
の

『智
融
注
』

の
断
簡
で
あ
る
。
『叙
録
』
の
解
題
に
は
、

残
巻
、
三
三
×

一
六
。
手
巻
上
部
、
首
尾
鉄
。
一紙
。
13
行

(有
幾
行
是
讐
行
注
繹
)。
第

14
行
有

一個
看
不
清
的
字
。
紙
色
灰
。
書
行

細
。
楷
書
。
無
題
字
。
(七
-
九
世
紀
)
(下
略
)
(上
、
一
二
四
頁
)

と
あ
る
。
こ
の
断
簡
の
内
容
は
、
最
初
に
あ
る
べ
き
序
文
が
鉄
け
て
い
て
、
『心
経
』
の
経
題
の
解
繹
の
途
中
か
ら
、

甲
心
経
』
の
本
文
で

見
出
し
と
な
る

「舎
利
子
、
色
不
異
室
、
室
不
異
」
ま
で
の
テ
キ
ス
ト
の

一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
次
行

の
最
初
に
孚
分
し
か

残

っ
て
い
な
い

「室
」
と
い
う
文
字
と
、
そ
の
次
に

「郎
」
と

い
う
字
の
残
さ
れ
る
右
上
の

一
角
か
ら
比
定
す
る
と
、
こ
の
行
は
、
『心

経
』
の
本
文
で
あ
る

「室
師
是
色
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
剣
る
。
『心
経
』
本
文
で
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

13
舎
利
子
、
色
不
異
室
、
室
不
異

【
色
。
色
師
是
室
、
】
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14
室
師

【
是
色
…
】

そ
う
す
る
と
、
『心
経
』
本
文
、

つ
ま
り
見
出
し
と
な
る
文
字
の
大
き
さ
で
計
算
す
る
と
、
本
來
こ
の
テ
キ
ス
ト

の

一
行
に
は
、

一
五

字

程
度
で
書
爲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
到
る
。

一
方
、
從
來
知
ら
れ
て
い
る
北
京
本
の
墓
四
六
の
本
文
も
、

一
五
字
程
度
で
書
篤
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
し
か
も
こ
の
雨

者
は
、
い
ず
れ
も
細
薄

い
罫
線
の
あ
る
紙
に
書
か
れ
て
お
り
、
筆
跡
も
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
、
紙

の
傷
ん
で
い
る
箇
所
も
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
更
に
、
爾
者
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
双

x
O
O

一
四
九
は
先
で
、
約
四
行
の
鉄
損
が
あ

っ
て
、
次
に
墓
四
六
が
績
く
と

い
う
形

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
綜
合
的
に
到
断
す
れ
ば
、
こ
の
雨
者
は
も
と
も
と
同

一
爲
本
の
別
の
部
分
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

(
=

二
)

『圓

明

論

」

(断

簡
)
(
且

x
O
O
六
九
六
)

從
來
知
ら
れ
て
い
る

『圓
明
論
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
服
六
、
P
三
五
五
九
、
P
三
六
六
四
、
S
六

一
八
四
、
石
井
光
雄
奮
藏
本
の
五
種

で
あ

っ
た
。
そ
の
う
ち
の
石
井
奮
藏
本
は
、
未
だ
所
在
不
明
に
つ
き
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
以
上

の
五
種
の
テ
キ
ス
ト

(
52
)

に
つ
い
て
の
先
行
研
究
な
ど
は
、
田
中
氏
の

『圓
明
論
」

の
論
文
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
に
に
ゆ
ず
り
た

い
。

田
中
氏
は
論

文

脱
稿

の
後
、
新
た
に
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
本
に
L

一
=
二
八
の
存
在
を
知
り
、
こ
れ
を
附
記
と
し
て
論
文

の
最
後
に
付
け
加
え
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
皿

x
O
O
四
八
〇
は
、
ま
さ
に
こ
れ
に
相
當
す
る
。

ま
ず
、
『叙
録
」
の
解
題
を
み
て
み
よ
う
。

解
繹
佛
教
名
詞
:
因
、
果
。

残
巻
、
七
五
×
二
七
。
部
分
手
巻
、
首
尾
鉄
、
嚴
重
破
残
。
2
紙
。
54
行
、
毎
行

25
1

27
字
。
残
巻
包
含
第
3
品
全
部
内
容
及
其
題

字
、
以
及
第
四
品
首
。
紙
色
灰
。
楷
書
小
字
。
品
題
字
爲

「辮
明
修
繹
因
果
品
第
三
、
辮
明
三
乗
逆
順
観
品
第

四
」。
(九
-
十

一
世



紀
)

從

「…

[亦
非
]
口

[界
非
非
]
世

[界
]
作
此
観
時
」、
到

「…

[種
]
善
根
恵
」。
(上
、
四
四
一
頁
)

解

題
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
丑

x
O
O
六
九
六
は
、
『圓
明
論
』
の

「要
門
方
便
品
第
二
」
の
最
後

の

一
句
、
「亦
非
世
界
非
非
世
界
。

作
此
観
時
」
か
ら
、
「辮
明
修
繹
因
果
品
第
三
」
を
経
て
、
「辮
明
三
乗
逆
順
観
品
第
四
」
の
途
中
の

「種
善
根
恵
」
ま
で
を
存
す
る
断
簡

(
53
)

で
あ
る
。
断
簡
と
は
い
え
、
こ
の
爲
本
の
出
現
に
よ
っ
て
、
從
來

旨
。
ぼ

即

ζ
○
即
器

校
訂
本
で
は
い
く

つ
か
不
明
と

さ
れ
る
箇
所
を
埋

め
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
今
後
よ
り
よ
い

『圓
明
論
』
の
テ
キ
ス
ト
の
作
成
に
は
、
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
期
待
で
き
よ
う
。
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三
、
結

び

以

上
、
俄
藏
敦
焼
文
献
に
含
ま
れ
る
暉
宗
關
係

の
文
献

一
八
種

(結
合
で
き
る
も
の
を

一
種
と
し
て
計
算
)
に
つ
い
て
、
簡
軍
な
が
ら
紹

介
し
て
き
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
は
断
簡
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
從
來
の
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
う
る
も
の
で
は

な

い
が
、
「神
會
語
録
」
(擬
)
や

「渾
門
経
序
」
(擬
)
な
ど
の
よ
う
な
從
來
ま

っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
貴
重
な
も

の
も
あ
る
。
ま
た
、

從
來
知
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
校
本
と
し
て
の
債
値
の
高

い
も

の
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
活
用
が
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
小
論
は
、
あ
く
ま
で
筆
者
個
人
の
知
り
う
る
範
園
で
牧
集
し
た
俄
藏
の
輝
籍
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
俄
藏
敦
煙

文
献

に
あ
る
暉
籍
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
。
今
後
よ
り
完
全
な
目
録
を
作
成
す
る
た
め
に
も
、
各
位

の
ご
教
示
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
る
。

(
1
)

『東
方
目
録
學
』

一
九
三
四
年
第
七
期
、
八
七
～
九
二
頁
。

(
2
)

『東
方
目
録
學
』

一
九
三
五
年
第
八
期
、
九
六
～

一
一
五
頁

。

(
3
)

一
九
六
三
年
、
敦
焼
研
究
班
は
敦
焼
爲
本
研
究
班
と
改

組
さ
れ
、

ソ
連
科
學

ア
カ
デ
ミ
ー

ア
ジ

ア
民
族
研
究
所
レ

ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
分
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所
中
國
研
究
室

の
管
轄
下

に
置
か
れ

て
い
た
。

(
4
)

ソ
連
科
學
出
版
肚
東
方
文
學
部

(
奮
稽
、
東

方
文
學

出
版

肚
)

出
版

。

(
5
)

實

際
に

フ
ル
グ
氏
本
人

の
手

に
よ

っ
て
編
目
さ
れ
た

の
は
、
三

六
八
貼

の
う
ち

の
三
〇
七
貼

の
み
で
あ

る
。
そ
れ
以
降

の
番
號

は
、

メ
ン
シ

コ
フ
氏

な
ど

に
よ

っ
て
追
加
さ
れ
た
も

の
と

い
う

。
皿

x

に

い
れ
ず

、
あ
え

て
Φ
に
追
加
す

る
は

っ
き
り
と
し
た
理
由

は
不

明
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は
お

そ
ら
く
敦
焼
篤
本

の
紙
幅

の
長

さ
に

よ

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
推
測

し
て

い
る
。
最
終
的

に
は
、

『俄

藏

敦
燈
』

が
編
輯

さ
れ

る
際

に
、
新

た

に
剣

っ
た

『
一
切
経
音

義
』

な
ど
の
二
鮎
を
含

め
、

Φ
の
編
目
は
計
三
六
八
貼
に
な

っ
た
。

(
6
)

『叙

録

上
』

(
上
海
古
籍

出
版
肚
、

一
九

九
九
年
)
、

「俄
文

版
第

一
冊
序
言
」
、

一
頁
。

(
7
)

『戒
橦
佛
學
』
第

二
巻

(
戒
瞳
佛
學

研
究

所
、
二
〇
〇

二
年
)
、

五
九

三
～
六
六

〇
頁
。

(
8
)

林

世
田
、
劉
燕
遠
、
申

國
美
編

『敦
燵

暉
宗
文
獄
集
成

上
』

(
中
華
全

國
圖
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心

、

一
九
九
八
年

)
、
四

頁
。

(
9
)

田
中
良
昭

『敦
焼
輝

宗
文
献

の
研
究
』

(大

東
出
版
肚
、

一
九

八
三
年

)
、
五
四
頁
。

(
10
)

田
中
良
昭
編

『暉
學

研
究
入
門
』

(大
東

出
版
杜
、

一
九
九

四

年

)
四

一
～
七

一
頁
。

(
11
)

た
と
え
ば
、

五
祀
弘
怨

に
蹄
せ
ら
れ
る

『修
心

要
論
』

の
テ
キ

ス
ト
を
紹
介

さ
れ
る
際

に
、
「
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
断
片
と

み
ら

れ
る

L

一
二
七
七
、
L
二
六
四
二
の
二
本

が
あ

る
が
、
内
容
は
知

ら
れ

て
い
な

い
。
」
と

コ
メ

ン
ト
さ
れ
る
。

(田
中
良
昭
編
前
掲
書
、

五
八
頁
を
参

照
。
)

(
12
)

『叙
録
』

の
解
題
を
引
用
し
た
場
合
、

そ
の

「上
、

*
頁
」
或

い
は

「
下
、

*
頁
」

で
そ

の
上
、
下
の
二
冊
の
ど
ち
ら
か

の
頁
敷

の
み
を
示
す
。

(
13
)

田
中
良
昭

「
敦
焼
輝
宗

資
料

分
類

目
録
初
稿

-
傳
燈

・
嗣
承

論
」

『駒
澤
大
學

佛
教
學
部

研
究
紀

要
』

第

二
七
號

(
一
九
六
九

年
)
、
五
頁
を
蓼
照
。

(
14
)

柳
田
聖
山

『初
期

の
輝
史
1
』

〈暉

の
語
録

2
>

(筑
摩
書
房
、

一
九
七

一
年
)
。

(
15
)

柳

田
本

で

い
え
ば
、

『初
期

の
輝

史

1
』

の
五
七
頁

か
ら
六
八

頁
ま

で
の
部
分

に
相
當

す
る
。

(
16
)

『戒
橦

佛
學
』

第

二
巻

(戒
橦
佛

學
研
究
所
、

二
〇
〇
二
年
)
、

六
五
五
頁
。

(
17
)

柳
田
聖
山

『初
期

の
灘
史
H
』

〈暉

の
語
録

3
>

(筑
摩
書
房
、

一
九
七
六
年
)
。

(
18
)

の
ち

に
、
榮
新

江
氏

の
登
表

原
稿
は
、
「
有
關
敦
煙
本

『歴
代

法
寳

記
』
的
新

資
料
-

積

翠
軒

文
庫

奮
藏

"略

出
本
"
校

録

1

」
と

題
し
、

『戒
橦
佛
學
』
第

二
巻

(
戒
橦
佛
學

研
究
所
、

二
〇

〇
二
年
)

に
牧
載
さ
れ
た
。

(
19
)

榮
氏
は
、
石
井
本

の
所
在

が
未
だ

不
明
と
し
な

が
ら
も
、
入
手

し
た
爲
眞

に
よ
る
録
文

を
行

い
、
更

に
他

の
テ
キ

ス
ト
と

の
比
較

の
結
果
、
石
井
本

が

『歴
代
法
寳
記
』

の
略
出
本

で
あ
る
と

の
結
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論

を
出

さ
れ
た
。

(
20
)

柳
田
本

で

い
え
ば
、

五
四
頁
か
ら
七
七
頁
ま

で
に
相
當

す
る
も

の
で
あ
る
。

(
21
)

『周
紹
良
先
生
欣

開
九
秩
慶
壽
文
集
』

(
中
華
書
局
、

一
九

九

七
年

)
、
二
三

一
～
二
四
四
頁
。

(
22
)

都
春
文

編

『英
藏
敦
煙
肚
會
歴
史
文
献
繹
録
』
第
二
巻

(
肚
會

科
學
文
献
出
版

肚
、
二
〇
〇
三
年
)
。

(
23
)

こ

の
ほ
か
に
、
筆
者

は
新

た
に
S
六

一
五
九

の

一
種
を
指
摘
す

る
。
ま
た
敦
燵
本
以
外

に
も

、
中
國
明
代

の
隆
慶

四
年

(
一
五
七

〇
)

に
朝
鮮

の
安

心
寺

で
開
版

さ
れ
た
安
心
寺
本
と
、
そ
れ

に
基

づ

い
て
韓
國

の
隆
煕
元
年

(
一
九

〇
六
)

に
雲
門
寺

で
開
版
さ
れ

た

『輝
門
撮
要
』

巻
上
所
牧
本

の
版
本

二
種

が
あ

る
。

(
24
)

田
中
良
昭
編
前
掲
書

、
五
七
～
五
八
頁

。

(
25
)

『駒
澤
大
學

輝
研
究
所
年
報
』

第
二
號

(
一
九

九

一
年
)
、
三

四

～
四
九
頁
。

(
26
)

『叙
録
』

に
は
、
八

x

一
九
九
六
6
、
且

x
二
〇
〇
六
6
と
あ

る
。

(
27
)

田
中
良
昭

「
敦
焼
暉
宗
資
料
分
類
目
録
初
稿

H
輝
法

・
修
道

論

(
1
)
」

『駒
澤
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀

要
』
第

三
二
號

(
一
九

七

四
年
)
、

一
五

～

一
六
頁
を
参
照
。

(
28
)

筆
者

の
確
認

し
た
と

こ
ろ
、
二
六
行

で
は
な
く
、
三
六
行

で
あ

る
。

(
29
)

『叙

録
』

に

よ
れ
ば

、
そ

の
表

に
書

爲

さ

れ

て

い
る

の
が
、

『金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』

の
経
文

で
あ
る
と

い
う
。

(
30
)

田
中
本
は
、
「
相
」
を

「
想
」
に
作
る
。

(
31
)

田
中
本
は
、

「道
」
を

「
導
」
に
作
る
。

(
32
)

『暉

思
想

形
成
史

の
研
究
』

〈
花
園
大
學
國
際

暉
學
研
究

所
研

究
報
告

第

五
冊
〉

(
一
九
九
八
年
)
、

一
九
～
四
五
頁
。

(
33
)

沖
本
氏
が
鰯
れ
ら
れ
た
先
行
研
究
以
外

に
、
再
雲
華

「
敦
焼
文

献
與
檜
稠
的
暉
法
」

(
『華
岡
佛
學
學
報
』
第
六
期
、
七
三
～

一
〇

三
頁
)

の
論
文

が
あ

る
。
ま
た
沖
本
氏

の
論
文
以
降

に
獲
表
さ
れ

た
も

の
に
は
、
稻
本
泰
生

「小
南
海
中
窟
と
滅
罪

の
思
想
-

檜

稠
周
邊

に
お
け
る
實

践
行
と

『浬
桑

経
』

『観
無
量
壽
経
』

の
解

繹
を
中
心

に
」

(
『鹿

園
雑
集
』
奈
良

國
立
博
物
館

、

二
〇
〇

二

年

、

一
～
四
四
頁

)
が
あ

る
。

(
34
)

田
中
良

昭
氏
に
よ
れ
ば

、
P
三
五
五
九

に
は

『圓
明
論

一
巻
』
、

『阿
摩

羅

識
論
』

(擬
)
、

『導
凡

趣

聖
悟

解

脱
宗

修

心

要
論
』
、

『秀
和
上
傳
』
、

『導
凡
趣

聖
心
決
』
、

『夜
坐
號

一
首
』
、

『傳
法
寳

紀
並
序
』
、

『終
南

山
蹄
寺
大

通
道
和
上
塔
文
』
、

『先
徳
集
於
讐
峰

山
塔
各
談
玄
理
十
二
』
、

『稠
暉
師
意
』
、

『稠
暉
師
藥
方
療
有
漏
』
、

『大
乗
心
行
論
』
、

『寂
和

上
偶
』
、
『眺
和
上
金
剛

五
禮
』
、

『大
般

若
關
』

の

一
六
種
が
連
爲

さ
れ
て

い
る
と

い
う

(
田
中
良

昭

「敦

焼
暉
宗
資
料
分
類
目
録
初
稿

H
輝
法

・
修
道
論

(
1
)」

『駒
澤

大
學

佛
教
學

部
研
究

紀
要
』
第

二
九

號
、

一
九

七

一
年

、

一
四

頁
)
。
現
在
、

『阿
摩
羅
識
論
』

(擬

)

の

一
種

は
、
『圓

明
論
』

の

一
部
と
見
ら
れ
、
ま
た

『終
南
山
蹄
寺
大

通
道
和

上
塔
文
』

の

一

種

は
、

『傳
法

寳
紀
』

の
尾
部

に
附
さ
れ
た
も

の
と
み

る
の
が

一

般
的

で
あ

る
か
ら
し

て
、
筆
者
は
連
寓
さ
れ
た
文

献

の
敷
を

一
四
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種
と
し
た
。

(
35
)

田
中
良
昭
前
掲
論
文
、

一
四
頁
。

(
36
)

柳
田
聖
山

「
傳
法
寳

紀
と
そ

の
作
者
ー

ペ
リ
オ
第
三
五
五
九

號
文
書
を
め
ぐ
る
北
宗

暉
研
究
資
料

の
札
記
、

そ
の

一
」

(
『暉
佛

教

の
研
究
』
〈
柳
田
聖
山
集

第

一
巻
〉
法
藏
館
、

一
九
九
九
年
)
、

一
九

二
頁
。
篠

原
壽
雄

「北
宗
暉

と
南
宗
輝
」

(篠

原
壽

雄
、
田

中
良
昭
編

『敦

焼
佛
典
と
輝
』

〈講
座

敦
焼

8
>
大
東

出
版

肚
、

一
九
八
〇
年

)
、

一
七
六
頁
。

(
37
)

田
中
良
昭
前
掲
論
文

、

一
四
頁
。

(
38
)

川
崎

ミ
チ

コ

「修

道
偶

I
I

定
格

聯
章
1

」

(篠

原
壽

雄
、

田
中
良
昭
編
前
掲
書
、

二
七

〇
頁
。
論
文

の
最
後

に
は
、
從
來

の

主
な
研
究
成
果
が
列
記

さ
れ
て
お
り
、
大
攣
便
利

で
あ
る
。

(
39
)

川
崎
ミ
チ

コ
前
掲
論
文
、

二
七
六
頁
。

(
40
)

『行

路
難
』

の
テ
キ

ス
ト
校

訂

に
は
、
關

口
眞
大

本

(同

氏

『達
摩
大
師

の
研
究
』
春
秋
杜
、

一
九
六
九
年
)
と

『西
域
文
化

研
究

第

こ

(西

域
文

化

研

究
會

編
、
法

藏

館
、

一
九

五

八

年

)
に
牧
録

さ
れ
る
校
訂
本
が
あ
る
。
雨
者

の
い
ず
れ
も
が
龍
谷

大
學
所
藏
本
を
底
本

に
し
た
も

の
で
あ
る
。

(
41
)

田
中
良

昭
前
掲
書
、
三

一
三

～
三
三
四
頁
を
参

照
。

(
42
)

楊
曾

文

『肺
會
和
爾
暉

話
録
』

〈
中
國
佛
教
典

籍
選
刊
〉
中
華

書
局
、

一
九
九
六
年
。
以
下

の
引
用
は
そ

の
頁
数

の
み
を
示
す
。

(
43
)

こ

の
問
題

に

つ
い
て
は
、
最
新

の
研

究
成

果

に
、
石
井

公
成

「華
嚴
宗
の
観
行
文
献
に
見
え
る
輝
宗
批
到
ー

慧
能
の
三
科
法

門

に
留
意

し

て

」

(
『松
ケ
岡
文
庫

研
究
年
報
』
第

一
七
號
、
財

團
法

人
松

ケ
岡
文
庫
、

二
〇
〇
三
年
、
四
七
～
六
二
頁
)
な
ど
が

あ
る
。

(
44
)

田
中
良

昭
前
掲
書
、
三
六

一
頁
以
降
を
参

照
さ
れ
た

い
。

(
45
)

田
中
良

昭
前
掲
書
、
三
六
八
頁
以
降
を
蓼

照
さ
れ
た

い
。

(
46
)

柳

田
聖
山

「暉
門
経

に

つ
い
て
」

(
『暉
佛
教

の
研
究
』

〈柳

田

聖
山
集

第

一
巻
〉
法
藏

館
、

一
九
九
九
年
)
、

三
〇

一
～
=
二

四
頁

。

(
47
)

岡

部
和
雄

「輝
僧

の
注

抄
と
疑
偲
経
典
」

(篠

原
壽
雄
、

田
中

良
昭
編
前
掲
書
)
、
三
六
六
頁
を
参

照
。

(
48
)

『花
信
風
』
第

二
號
、

一
九
七
六
年

、

=
二
〇
～

二
二
四
頁
。

後

に
、

『暉
佛
教

の
研
究
』

〈柳

田
聖
山
集

第

一
巻
〉
(
法
藏
館
、

一
九
九
九
年
)

に
再
録
さ
れ
る
。

(
49
)

岡
部

和
雄
前
掲
論
文
。

幅
井
文
雅

「
『般
若
心
経
』

注

の
敦
焼

新
出
爲

本

二
黙
」

(同
氏

『般
若

心
経

の
総
合

的
研
究
i
歴
史

・

杜
會

・
資
料

1
』
春
秋
肚
、
二
〇
〇
〇
年
)

に
再
録

さ
れ

る
が
、

そ
の
内
容
は
、

一
九
八
六
年

に
開
催

さ
れ
た

「中
國
域
外
漢
籍
國

際
學
術
會
議
」

で
登
表
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

(
50
)

『松
ケ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第

一
九
號
、
財
團
法
人
松
ケ
岡
文

庫
、

二
〇
〇
五
年
刊
行
豫
定

。

(
51
)

『宗
學
研
究
』
第

四
七
號

(曹

洞
宗

総
合
研
究

セ

ン
タ
ー
)
、

二
〇
〇
五
年
刊
行
豫
定

。

(
52
)

田
中
良
昭
前
掲
書

、
三
八
九

～
四
〇
〇
頁
。

(
53
)

一
。
ぎ

即
k
。
国
器

:
§

馬
さ

§

ミ
蕎
勲
ぎ
ミ

』
ミ

§

鴨
き

§

や

職
§

駄

肉
ミ
含

9

ぎ

bu
ミ
§

帖§

v
d
巳
く
①
邑

受

○
{
国
p
≦
魯



45俄 藏敦煙文献中に獲見された輝籍について
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